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国民民主党 ２０１９年度 定期大会  代表挨拶 
 

代表 玉 木 雄 一 郎 

 

あけましておめでとうございます。代表の玉木雄一郎です。ご来賓、友好団体の皆様におかれ

ましては、ご多忙の中、ご来場いただき、ありがとうございます。 

そして、全国から集まってくれた同志の皆さん。厳しい環境の中にあっても、それぞれの地域

で、必死に国民民主党を支えて頂いていることに、心より感謝申し上げます。 

また、インターネット中継をご覧の皆さん、ありがとうございます。 

  

2018 年 12 月 31 日、平成最後の大晦日に、ある出会いがありました。久しぶりに地元に帰って

県内を街頭演説でまわっている途中、昼ごはんで立ち寄ったラーメン屋で、高校生らしき男の子

が、ちらちらこっちを見ていたので、一緒に食べようと声をかけたら、私のテーブルに来てくれ

て、いろいろ話をしました。聞くと、お父さんは病気で現在、休職中。そんな中、おばあちゃん

が認知症になったのを機に、介護士をめざすことを決めたとのこと。そして、今、通っている私

立高校を卒業したら介護の専門学校に行きたいので、好きだったテニスの部活をやめ、バイトで

貯金しながら勉強しているとのこと。とても明るく人懐っこい性格で、話を聞いているうちに、

こちらまで心が温かくなってきました。素晴らしい若者でした。 

 

彼とのこの出会いは、私に二つの気づきを与えてくれました。まず、彼のような若者が夢を持

って生きていける社会を本気でつくらなくてはならない、大好きなテニスをやめなくても勉強と

両立できるよう、もっと教育負担の軽減に取り組まなくてはならない、ということです。 

 

与野党を問わず、今、政治に求められている一番の仕事は、新たな時代の社会保障の形を示す

ことです。平成が終わろうとする時代にもかかわらず、社会保障の仕組みは「昭和の自己責任モ

デル」のままです。今こそ、全世代の不安を取り除く「新しい共生のモデル」が必要です。 今ま

さにパラダイムシフトが求められています。「生まれた日も、最期の日も、そこに安心がある国

づくり」。私たちのめざす社会像です。 

 

とりわけ、子育て・教育政策には、もっとお金を使わなくてはなりません。日本は本当に子ど

もが産まれない国になってしまいました。合計特殊出生率が過去最低を記録し「1.57 ショック」

と言われたのは平成元年の 1989 年。あれから 30 年を経てなお、政治は少子化問題に対し、有効

な答えを出せていません。私たちの両親の時代は毎年 270 万人生まれていましたが、昨年の年間

出生数は 92 万人まで落ち込みました。「静かなる有事」が進行しています。 

 

そして、私が一人の親としても、心を痛めているのは、7 人に 1 人の子どもが、特に、ひとり

親家庭については、2 人に 1 人の子どもが、相対的貧困で、毎日、お腹がすいて眠れないという



   

現実があります。私は、育ちざかりの子どもに、おなかいっぱい、温かいご飯を食べさせてあげ

たい。未来のある子どもたちに、大丈夫、一生懸命勉強すれば、 何にだってなれる、どこにだっ

て行けるし、世界は広い、チャンスは皆に平等だと、自信を持って言ってあげたいのです。 

 

日本の現状は、現役世代への社会保障や教育サービスの水準が、主要先進国の中で最低レベル

です。 

子どもは、親も、生まれる国も、地域も選べません。だからこそ、生まれた境遇によって、子

どもたちの夢や人生が、制限や制約を受けることのない国づくりをしなければなりません。生ま

れながらに社会的勝者と敗者に分けられ、それも自己責任だと言い放つ、そんな冷たい社会を、

彼らに残すわけにはいかないのです。 

  

もう一つ、キラキラとした目で未来を語る彼との出会いで見つめ直したのは、自分自身の思い

でした。 

皆さん、胸のバッチ。これをつけた日の事を覚えていますか？私は、あの時の思いを忘れない

よう、初当選のときにもらったバッジをつけ続けてきました。でも、彼と話をしていて、私は反

省しました。変わらぬ思いを持ち続けたつもりでいましたが、特に、この一年、いろんなことが

あって、いろんなことがあり過ぎて、いろんなことを気にし過ぎて、知らないうちに政治家とし

ての初心が曇っていたと思います。日本を変えようとガムシャラに刀を振り回し、しがらみを断

ち切って、大ナタを振るおうとしていた、あの頃に、もう一度戻ろうと思います。 

 

政治は何のためにあるのか、自分たちは、何のために政治をやっているのか。今一度、原点に

立ち返りたいと思います。 

 

では、今は野党である私たちは、何をすれば自分たちに託された一票の責務に応えることがで

きるのか。嫌味を言われながら地域を回ってポスターを貼ってくれた人、少ない年金の中から

「頑張ってください」と後援会費を納めてくれた人、皆さんの周りにもいらっしゃると思いま

す。そんな恩人のような方々の思いにどうやって報いることができるのか。 

  

私たちが、今やらねばならないことは二つだと思います。一つは、政府の政策を厳しく監視す

ること。そして、もう一つは、自民党に代わって政権を担う「もう一つの選択肢」をつくること

です。 

 

鋭い批判によって問題点を明らかにし、政府を動かすことは、野党の大事な仕事です。実際、

昨年の臨時国会では、櫻井充議員や大西健介議員が妊婦加算の問題を取り上げたことで、制度の

見直しにつながりました。また、山井和則議員や階猛議員の粘り強い追及があって、技能実習生

の調査のいい加減さが明らかになりました。 

 

こうした追及によって政権の問題点が明らかになり、今、国民に中には、マグマのような怒り

や違和感が溜まっています。総理大臣が質問には答えないのにヤジは飛ばす異様な国会の風景、

議論を拒否して一方的に物事を進めようとする強引な姿勢、公文書の改ざんさえ部下のせいにし



   

て幕引きを急ぐ傲慢な態度、移民を外国人材と言い換え、ＦＴＡをＴＡＧと言い換え、戦闘を武

力衝突と言い、公約違反を「新しい判断」と言ってのける。こんな出鱈目を許してはなりませ

ん。 

そして、度重なる国のデータや統計の不備。先日、発覚した毎月勤労統計調査の問題は、国の

信頼を根底から揺るがす問題で、いったん閣議決定した予算案が修正される前代未聞の事態が発

生しています。通常国会を前倒しして開会し、速やかに、原因究明、再発防止のための徹底審議

を行うことを求めます。 

 

そして、こうした批判や追及と共に大切なのは、自民党に代わって政権を担い得る「もう一つ

の選択肢」をつくることです。私は、何としても、もう一度、政権を担いたいと思います。なぜ

なら、私たちには、つくりたい未来が、つくらなくてはならない社会があるからです。 

昨年、党のアイデンティティを表す言葉として「つくろう、新しい答え。」を定めました。単

なる否定や批判だけでなく、未来へつながる新しい解決策を示そうと決めたのも、私たちが、

「もう一つの選択肢」になるというプライドを捨てていないからです。 

つながりを断ち切っていくような社会や経済のあり方を変え、人間同士、さらには自然環境と

も、外国の人々とも結びあって生きていく社会、そんな「新しい答え」を皆んなでつくり出して

いきましょう。 

 

そのためにも、私たちは、選挙に勝って数を増やさなくてはなりません。今年はまさに選挙イ

ヤー。私自身、先頭に立って戦いますので、皆さん、がんばりましょう。 

  

まず、4 月には、統一自治体選挙が行われます。地域で活動している皆さんは、我が党の最大の

財産です。党の公認・推薦候補全員の当選に向け、党本部としても全力で支援していきます。具

体的には、財政的な支援に加え、党のテレビ CM を作成するなど、これまで以上に、対外発信を

戦略的に行い、党名や政策をアピールしていきます。 

 

また統一選に合わせて、沖縄、大阪で補欠選挙が行われます。沖縄については、すでに自由党

が候補者擁立を進めており、支援要請もいただいています。勝利に向け、野党が結束して選挙戦

に臨みます。 

 

7 月の参議院選挙については、32 の一人区が勝敗の帰趨を決します。ここで、野党が連携して

「一対一」の構図を作ることができるかが最大の課題です。この認識は各野党とも共有している

ので、全ての一人区で「一対一」の構図を作っていきます。 

また、4 つの二人区についても、野党の連携が揺らげば、自民党が「漁夫の利」を得て 2 議席

を独占する可能性が高くなります。一本化に向け、丁寧に調整を進めます。 

三人区以上は、原則として、わが党の公認候補を擁立します。比例区についても、知名度の高

い候補者の擁立を含め、選挙区と密接に連携した選挙戦を展開します。 

 

また、衆参同時選挙の可能性も十分にあります。これを念頭に入れた準備を加速します。その

一環として、月内にも衆議院選挙を視野に入れた候補者公募をスタートします。あわせて、女性



   

候補者 30％の達成に向けた取り組みも加速します。選挙が無ければ我が党の議員は増えません。

その意味では、同時選挙はむしろチャンスと堂々と受けて立ちます。小選挙区制度の下では、い

つだって政権交代の可能性はあります。 

  

そして、自民党に代わって政権を担い得る「もう一つの選択肢」をつくるためには、やはり、

できるだけ幅広く、大きく野党勢力をまとめていくことが必要です。野党がバラバラであるこ

と、これが、国民の不満と皆さんの不安の源だと思います。 

何が違うかではなく、何が同じかを見出しながら、塊を大きくして「強い野党」をつくってい

きたい。そのための第一歩として、協力が得られる政党や会派とは、大きな塊を作るための協議

に入っていくので、皆さんのご理解とご協力をお願いします。 

 

最後に。年始にある方からイソップ寓話の三匹のカエルの話を聞きました。こんな話です。 

 

ミルク壺の中に三匹のカエルが落ちてしまいました。 

一匹目のカエルは悲観的な性格で、何をしてもどうでダメだろうと、早々に諦めてしまい、沈

んでいきました。 

二匹目は楽観的な性格で、そのうち助かるだろうと何もせずにいたら、やっぱり沈んでいきま

した。 

三匹目は、今、出来ることは、とにかくもがくことだけだと考えて、諦めることなく手足をバ

タつかせていたら、いつの間にかミルクがバターになり、足場が出来て、外へ飛び出すことがで

きた。そんなお話です。 

 

今、私は、もがいてます。 

皆さんも、もがいてると思います。 

でも、3 匹目のカエルのように、私たちが諦めずに手足を動かし、活動を続ければ、ミルクがバ

ターになるように、必ず、次の飛躍に向けた足場ができると信じています。 

 

平成という時代が終わり、新しい時代が始まります。 

そんな時代だからこそ、 

「改革中道」を掲げ、 

未来へ進む「新しい答え」をつくる 

私たち国民民主党が必要なのです。 

 

みんなで力を合わせて行動すれば、 

ピンチは必ずチャンスに変わります。 

 

力をあわせ、心をあわせて、共にがんばりましょう。 

ありがとうございました。 


